
長泉麗峰山の会・山行報告書                文 井上  写真・後藤、北村 

山行番．  NO.2049 

日 時  2023 年 12 月 16 日(土)晴・高温・強風 

山 域  西丹沢・高松山（801m）西尾根 

コース  下土狩駅 6:06-長泉なめり駅 6:09-裾野駅 6:12-山北駅着 7:00-発 7:09-皆瀬川-人遠 

（ひととう）橋 -西尾根取付 8:30-高松山 11:03-下山開始 12:15-ビリ堂-新東名工事 

現場-山北駅 14:08-駅前「ポッポ駅前屋」-山北駅 15:45-下土狩駅 16:39-忘年会 

「伊豆海鮮や」17:00-19:30 

標高差  上り 山北駅約 110m～高松山 801m＝約 691m 

     下り 同上 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

忘年山行なのにまるで初夏の気温 
参加者  後藤、伊藤、松永、井上、山田（敬）、北村 ＝6 名 

  

今日は忘年山行と忘年会。偶然にも雨乞岳と同じメンバーになった。 

 山北駅で下車し、皆瀬川沿いの車道を 1 時間半歩き、人遠（ひととお）橋に到着。ここ

まで 250m 登った。途中新東名の架橋工事現場の下をくぐる。あとわずかで橋がつながると

ころまで来ている。仮設足場が巨大な現代芸術オブジェのようにそびえる。自然の中に直

線で作られる造形はいらない。 

 

 
電車で行く山                山北駅（北村） 

 

人遠橋を越えてすぐの尾根から登山開始。梯子かと思うほどの急な角度の手すり付き階

段を登る。しばらくは道なき急登で、伐採した樹木や落ちた長い枝が多く歩きにくい。山

田さんは全身緑色系の服装と装備のため、時々景色に溶け込んで見えなくなってしまう。  

最初の急登では目印のテープはなかったが、急登が終わるとピンクや紫のテープがつい

ていた。小ピークでは地図とコンパスを使い、進行方向を修正した。やがて一般登山道に

入ると標識もしっかりとあり、道も明確になった。 



 
人遠橋                   皆瀬川林道 

 
昼食（北村）                焼きもち 

 
                      ビリ堂（北村） 

 

強風が吹くと、向かいに見える山の杉の林が大きく左右に揺れた。帽子が風で飛ばされ

そうになる。12 月なのに気温が高く初夏の様相だ。高松山の頂上直下ではまた急登になっ

た。 

 頂上に着くと誰もいなかった。前日まで天気が悪かったので、こんな日に登ろうとする

人はいないだろうと話した（後で再び 12 時近くに頂上に行くと 10 人以上いたので時間が

早いだけだったようだ）。頂上も強風のため、風邪をよけられるところまで下りて昼休憩を



することにした。北村さんと山田さんはトレランシューズだったので、頂上までのダッシ

ュを 2 本強行した。重い靴の私は、頂上まで息がもたずに失速。心拍数は急上昇。 

 下山は一般登山道でビリ堂方面に下った。おおむね階段である。途中から新東名の架橋

工事の仮設足場の昇降設備をカンカンと下る。尺里（ひさり）川側の橋はまだまだつなが

らないようだ。 

 道のわきにいろんな種類の柑橘類の実がおいしそうな色を呈している。手を伸ばしたく

なるがぐっと我慢した。里に下り、車道を山北駅まで歩く。山北駅には 2 時過ぎに到着し、

伊藤さんと松永さんと北村さんが 2:15 発に乗り先に帰った。 

残りの 3 名は、計画通りに忘年会にちょうど良い時間に下土狩駅に着く電車にのるため、

山北駅前の「ポッポ屋」で時間をつぶすことにした。同じ大テーブルでは、東京と千葉か

らきた会社の上司部下という男性 3 名といっしょになった。今日は大野山に登ったそうだ。 

 電車に乗り下土狩に戻り、「伊豆海鮮や」で忘年会。勝又さんと大田黒さんが合流。各自、

今年の感想と来年の抱負を語った。皆さん今年も頑張りました。来年も、みんなで楽しい

登山をしましょう。 

 

 
高松山山頂 

 

忘年会でのコメント（発言順） 

山田さん 今年は十郎左衛門が一番大変だった。地図読みが楽しくなった。来年はアメリ 

カに行き、大谷の応援をして、ヨセミテに行きたい。八ヶ岳の雪山を極めたい。 



勝又さん 今年はなにもなかった。来年は久しぶりに雪の八ヶ岳の横岳に行きたい。 

北村さん 6 月に入会してレベルアップした。地図読みがよかった。来年は冬山を頑張り 

たい。剣岳の早月尾根、甲斐駒黒戸尾根日帰り、塩見岳に行きたい。仲間との 

ハイキングも行きたい。 

伊藤さん 今年は月 2 回の皆勤賞。みんなとワイワイが楽しく、無事に帰ってくることが

よい。来年はテレビで見た爺ケ岳に行きたい。 

松永さん 今年は富士山二ツ塚からスタートした。トリカブトの本物を見たことが一番感

動した。体を鍛えなくてはいけない。新しい自分に目覚めた。前向きな気持ち

でいっぱい  になれることが楽しかった。シルバコンパスも買った。新しい

世界に入った。来年はシルバコンパスを使ってハイキングに行きたい。来年も

楽しくしたい。 

大田黒さん 今年入会しました。来年はぼちぼち山に復帰したい。とりあえずハイキング

に参加する。 

後藤さん 去年 12/3 に怪我、12/19 に手術し、ほぼ 1 年たった。誰でも病んで怪我をする

可能性がある。来年は転ばないこと。三羽ガラスの後方支援に邁進する。 

井上さん ｄ今年は、北八ヶ岳の横岳のラッセルと宝永山頂上からのスキーが厳しかった。 

  以上 

 忘年会（伊豆海鮮や） 

  



 


